













た1)ので,早速同誌 を購入 して上記論説 を一













































































































問題,弁護士 とい う名の高学歴 ワーキングプア
問題であり,弁護士人口の増加の負の影響にお
びえる既成の弁護士の危機感なのである｡












































































































































で少々気がとがめるが (形式的武器対等 とい う
意味では,批判者 も同じ程度の紙幅で書 くぺ き






















ィブにおける彼 らの実務家 としての仕事振 りを
観察 しなければ軽々に判定できないのではある

























































ための司法をつ くることにある｡｣ とい う17)｡
その言や良 し｡だが,そのためには弁護士の



















































にはかな りイージーな動機で立候補 した人 もいる
可能性がある｡
5) 以下の記述については, とくに拙稿 ｢法の担い
手の特殊 日本的存在形態- "擬似的法の支配"の
担い手 としての準法曹｣佐々木有司編 『法の担い
手たち』法文化 (歴史 ･比較 ･情報)叢書⑦ (国
際書院,2009年)221頁以下参照｡準法曹の範囲
や数値についてもこの拙稿による｡

















7) 本稿執筆中に自由と正義 61巻4号 (2010年)
お よび 日弁連新聞435号 (2010年4月 1日)が



















ついては谷 口安平 ｢和解 ･国際商事仲裁における
ディレンマ｣早川 ･山田 ･潰野編著 『ADRの基
本的視座』(不磨書房,2004年)204頁参照｡








発言を引用 してい る (108-109頁)｡ 日弁連の臨
時総会で法曹人口を増やす と弁護士が金儲けに走
って人権が守れない とい う議論を聞いて驚いた,














固執すべ きではあるまい (ある程度 まではそれを
必要悪 として認めざるを得ないにしても)0
14) 桜井邦朋博士 (神奈川大学名誉教授 ･元学長)
は ｢ダーウィンの思想 を援用す るな らば,進化
(evolution)には合 目的性があるわけではな く,
よい方向にも,悪い方向にも同じように,この進















16) 拙稿 ｢司法改革 と弁護士法 72条についてなど｣










なん とか入学 し,半ば焼倖 もあって早々 と司法試
験に合格できた とい う経歴である｡今ならば法曹



































夕刊4面で ｢あの人に迫 る 宇都宮健児弁護








い と覚悟 していたこと (結果的にその声はかか
らなかった)が語 られている｡
